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I．はじめに
看護系大学が増加し、大学院生やその修了生たち
が研究の中心的役割を果たすようになっても、臨床に
おける看護研究は現在も盛んに行われている。坂下ら
（2013）が行った中・大規模病院を対象とした質問紙
調査によれば、88.4％の病院で看護研究が実施されて
いた。そして、その研究は、輪番や特定の年代の者が
行い、研究が終われば研究を離れ、継続されない。ま
た、研究資金が少なく、文献検索を行うデータベース
などの資源も不足している実態が明らかになった。加
えて、義務づけられた看護研究が看護師の負担になっ
ているとの指摘もある（中野ら , 2014）。
本研究では、こうした指摘の中でも、特に文献検索
が不十分になりやすい現状に焦点をあてる。臨床看護
研究においては、文献検討が不十分で、テーマの絞り
込みが行えないとの指摘があり（坂下ら , 2012）、こ
れが研究の成果を乏しくしている原因と考えた。
一方で、学会誌等はオンラインジャーナル化が進み、
無料の PDF ファイルがネット経由で多数入手できる環
境に変化している。学術論文へのアクセスは、年を追っ
て容易になっていると言えるだろうが、この状況を臨
床の看護研究は生かせていない。
宇多（2012）は、1983 年から 2011 年までの間に
臨床看護研究の実態を表している文献を抽出した結果
543 件あったと報告している。臨床看護研究について
は、多くの施設で行われていることから、看護学研究
における関心も高く、外部講師の活用も進んできた。
一方で、外部講師の指導内容に関する文献は、越田
らの研究（2008）など、わずかであった。臨床での看
護研究を意義あるものにするためには、文献、特に学
術論文の活用を進めることは必須である。文献の活用
に習熟した研究者が、臨床看護研究に関わり、先行研
究にあたる支援をすれば、現状が改善されるのではな
いだろうか。その具体的な方法を模索すべく、臨床看
護研究の指導プロセスを記述し、資料として提供した
いと考えた。
II．研究目的
外部講師が継続した指導を行いながら、Ａ病院の看
護師が看護研究論文に文献を適切に引用していく経過
を記述し、指導の効果を明らかにすることである。
III．用語の定義
臨床看護研究：看護師が勤務する医療機関で取り組
む看護に関連した研究活動
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IV．研究方法
1．研究デザイン
本研究のデザインは、アクションリサーチである。
アクションリサーチにも複数の種類があるが、いず
れも「特定の現場に起きている特定のできごとに焦
点を当て、そこに潜む問題状況（課題）に向けた解
決策を現場の人とともに探り、状況が変化すること
をめざす研究デザイン」（江本 , 2010）である。本
研究はその中でも研究者が主導権を持ち、現場が抱
える問題を明らかにした上で現場の人に実践しても
らい、効果を明らかにする（遠藤ら , 2001）、テク
ニカルアプローチの立場をとる。
2．研究参加者
東京都内にある A 病院において、平成 28 年度の
看護研究に研究担当者として取り組み、研究相談に
参加した 11 名。なお A 病院は一般病棟、療養病棟を
併せ持つ中規模病院（100 ～ 299 床）である。看護
研究は例年毎年行われていたが、昨年は行われなかっ
た。今年から 2 年に 1 度看護研究の発表をする予定
であった。研究者は新たに着任した看護部長の依頼
で外部講師として選任された。一昨年までも、外部
講師は活用していた。
3．調査期間
平成 28 年 1 月 18 日～平成 29 年 3 月 31 日
4．アクションの内容
1）過去の研究発表会資料から文献の活用状況を確認
2）文献活用に関する教育講演を実施
3）研究発表会までに 4 回研究グループに直接指導す
る研究相談を実施。初回の参加者には、講義で配
付した文献検索に関する資料を提供し、各自で文
献が活用できる力がつくよう関わる。
4）研究相談以外にも、メールでの相談に適宜応じ
る。
5）文献への関心を高め、必要な文献を入手できるよ
う情報提供する。
5．データ収集方法
1）現存する過去の資料として、看護部より平成 24
年度、25 年度の看護研究論文の提供を受ける。
2）研究相談の内容は IC レコーダで録音した。研究
に関するメールは保存し、指導経過を記録した。
最終的な成果物として、平成 28 年度の看護研究論
文を活用した。
6．データ分析方法
対面での研究相談やメールの内容、および草稿を
時系列に並べ、外部講師の指導内容とそれを反映し
た原稿を対比し、どのような介入により文献がどの
ように引用されていったかを整理した。また、これ
によって論文そのものにどのような変化が見られた
かを記述する。
7．倫理的配慮
研究参加者に、研究の目的・方法等について文書
および口頭で説明した。その際、参加は自由意志に
基づき、拒否した場合でも研究指導にあたっていか
なる不利益も生じないこと、あくまでも匿名性に配
慮し、研究参加者の個人情報は保護されることなど
を説明した。
また、本研究によって臨床看護研究の負担がさら
に増すことがないよう、特に留意した。具体的には、
データは指導の中で取り、時間外には協力を求めな
かった。なお、本研究は救世軍ブース記念病院倫理
審査委員会の承認を受けて実施した（平成 28 年 3 月
7 日付、番号記載なし）。
V．結　果
1．過去の臨床看護研究活動からの分析
研究者が外部講師として指導にあたる前、A 病院
は平成 26 年度、27 年度と 2 年間臨床看護研究を行っ
ていなかった。過去の論文としては、平成 24 年度 4
本、平成 25 年度 6 本が保存されており、この 10 本
について文献の活用という視点から評価したところ、
先行研究について明文化したものは１本のみであっ
た。逆に、文献リストがないものが 1 本、文献の引
用がないものが 5 本あり、文献における学術文献の
割合は半分以下であった。
文献の活用は本来目的ではなく手段であり、これ
によって研究目的が明確になり、研究デザインや方
法が洗練されるなどの、研究の質向上が見られなく
てはならない。しかし、現状では文献の活用そのも
のが不十分と考えられ、まずは文献が読まれ、引用
されるよう働きかけることとした。
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2．教育講演
こうした現状分析と平行して、臨床看護研究再開
の導入となる教育講演の依頼を受け、職員全員を対
象に「臨床で取り組む看護研究基礎の基礎」と題し
た講演を、平成 28 年 1 月 18 日の勤務後約 1 時間実
施した。看護研究を担当する 11 名の職員のうち、半
数程度が参加した。内容は、1．論文の基本的な構成、
2．文献（先行論文）の活用、の 2 項目に絞り、文献
検索の流れを図示した。具体的には、先行研究を活
用する大切さを強調し、自部署でサンプル数の少な
い調査を行うよりも、文献研究に取り組むことが有
意義である、とまで強調した（図 1）。参加者が少な
かったため、以後の研究相談では、参加しなかった
研究メンバーへの資料配付と簡単な説明も行った。
3．研究メンバーと取り組んだテーマ
平成 28 年度 A 病院の看護研究を行う部署は、B 病
棟（一般病棟）、C 病棟（療養病棟）、外来の 3 カ
所であった。各グループの概要を表 1 に記す。
また、各グループが研究に取り組んだ動機を尋ね
 
 
図 1  教育講演で使用したスライドの一部 
 表 1 研究参加者の概要 
部署とテーマ 研究参加者 
 
役割など 
B病棟（32床の一般病棟） 
「アルコールジェルの使用を促
進するアプローチの検討」 
看護師 50代女性 あり 発表者 
看護師 40代女性 あり  
看護師 30代女性 あり  
看護師 30代男性 あり 初期に中心的役割。途中で退職 
C病棟（27床の療養病棟） 
「療養病棟におけるデスカンフ
ァレンスの意義を検証する」 
看護師 30代女性 あり 発表者 
看護師 30代女性 あり  
介護士 30代女性 なし  
介護士 30代男性 なし  
外来 
「トリアージの知識を深める取
り組み～外来スタッフの現状の
把握と今後の課題」 
看護師 50代女性 あり 発表者。中心的役割 
看護師 50代女性 あり 研究経験豊富でアドバイザー
的役割 
看護師 40代女性 あり  
看護師 40代女性 あり  
 
 
研究経験
 
 
図 1  教育講演で使用したスライドの一部 
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ると、自部署での業務や役割があがった。B 病棟は、
研究メンバー中に感染リンクナースがおり、感染委
員会として消毒薬の使用量を調査していた。この調
査を研究に活用したいとの希望があり、「アルコー
ルジェルの使用を促進するアプローチの検討」に決
定した。また、C 病棟は、今年度の業務目標にデスカ
ンファレンスの開催があったことから「療養病棟に
おけるデスカンファレンスの意義を検証する」とし
た。外来は、病院が地区の災害時救護所に指定され
ており、11 月にトリアージを主とした防災訓練の実
施が決まっていた。その準備と看護研究が重なった
ため、なるべく防災訓練に関連したテーマにしたい
と希望し、「トリアージの知識を深める取り組み～
外来スタッフの現状の把握と今後の課題」に決まっ
た。多忙な業務の中で研究活動を行うために、担当
者は、院内の役割を含めた業務と関連した研究テー
マを選択する傾向があると考えられた。
4．文献の活用を中心とした介入による変化
研究グループは年間スケジュールに沿って、期日
までに研究計画書、論文を教育委員会に提出。グルー
プによっては多少の遅れはありながらも、最終的に
は、2 月の看護研究発表会で無事発表を終えた（表
2）。この経過中、文献の活用をどのように進めたか、
その介入と変化を振り返る。
各部署への具体的な介入については、図 2 に記す。
なお、研究相談に使用した部屋には自由に使えるパ
ソコンがなく、指導の中で実際に文献を検索できな
かった。ただし、多くの研究参加者が自宅または病
棟でパソコンを使用しており、「Google」「CiNii」
など無料の検索エンジンは活用できた。このやり方
については教育講演で具体的に説明し、研究相談の
際も繰り返し勧めてきた。しかし、積極的に行う様
子は見られなかった。
そのため、文献検索を自主性に任せるのは難しい
と考え、2 回目の研究相談と 3 回目の研究相談の間
にあたる 7 月半ばに、活用できる文献を研究者がネッ
トで探して印刷し、直接病院へ送付した。その際、
文献の中で論文に活用できる箇所を明示し、具体的
な活用方法がイメージできるようにした。同時に、
論文の形式に慣れ、参考にしてもらうため、模範と
なる論文を示しながら、説明を行った。
9 月の研究相談の記録では、3 つの研究グループの
内 2 グループが、参考文献を自ら探していた。この
変化は、具体的に文献を読み、理解が深まったこと
から、手探りの状態を抜け、自ら積極的に文献を探
す姿勢が見られたものと考えた。
さらに、その内 1 グループは、これらの文献を、
実際に論文のどの箇所で引用するかについても、研
究相談の際に話し合い、イメージできたとの反応が
あった。最終的に、3 グループとも、完成した論文は
「はじめに」の中に先行研究の引用が適切に行われ、
複数の文献を引用しながら考察が行われていた。こ
れにより、研究目的が明確になり、研究方法が吟味
 
 
表 2  平成 28年度 A病院看護研究指導の実際 
月 年間計画  B病棟（一般病棟） C病棟（療養病棟） 外来 
4月 テーマ選定 4/11 
研究相談① 
  研究計画書案初出  
5月 文献検索        研究計画書提出 5/9 
研究相談② 
 研究計画書案初出   
6月 倫理審査   研究計画書完成 
草稿指導 
  
7月 （倫理審査 
承認後） 
研究実施 
データ収集 
結果分析 
活用できる文献の
紹介（送付） 
  研究計画書完成 研究計画書初出 
研究計画書完成 
8月 考察      
9月 まとめ 9/11 
研究相談③ 
 倫理審査承認 倫理審査承認 倫理審査承認 
10月       
11月       
12月     草稿指導 草稿指導 
1月 原稿まとめ 1/16 
研究相談④ 
1/16 
論文提出 
 論文完成 論文完成 論文完成 
2月  2/13発表会     
※研究相談以外はメールでの指導 
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され、考察も深められた。全体として、洗練された
論文となったものと評価した。
VI．考　察
本研究は、外部講師として指導にあたった A 病院の
看護師が看護研究論文に文献を適切に引用していく経
過を記述し、指導の効果を明らかにすることを目的に
行われた。最終的に、文献を紹介した上で、具体的な
活用法までを説明した 3 つの研究グループは、論文中
に文献が引用できた。これにより、洗練された論文と
なり、期待した結果は得られたと考える。この経過よ
り、学術論文の形式に慣れない臨床看護師への指導は、
模範となる論文を示しながら行うのが効果的だと感じ
た。
一方で、指導の経過において、文献活用が進まない
理由もいくつか察知できた。この理由とそれに対する
対策について、以下に考察する。
1．予算と設備の不足
現在、学術論文はオープンアクセス化にシフトし
ており、無料で良質な論文が読める環境が整いつつ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2  研究者の関わりに対する研究参加者の反応 
【指導】4/11研究相談：全グループに対して、テーマについて話し合う中で、文献にあたる大
切さを強調し、文献研究の方向性を打診した。 
【反応】B病棟（「アルコールジェルの使用を促進するアプローチの検討」）、C病棟（「療養病
棟におけるデスカンファレンスの意義を検証する」）、外来（「トリアージの知識を深める取り
組み」のいずれも、調査研究の希望が強く、方法に変更なし。 
 
【指導】それぞれの意向を入れ、文献研究は強く押さず。研究計画書を書き進めるよう指導。
先行文献にあたるよう勧めた。 
【指導】5/9研究相談：すでに研究計画書ができ、その中で文献も引用されていた B病棟に対
して、アルコールジェルの使用量と手指消毒の有効性の関連を示す文献を探すよう指導。調査
方法について主に検討していた C病棟、外来に対しては、調査について指導した。 
【反応】3グループとも、先行研究を積極的に参照している様子はなし。 
【指導】7月テーマに合わせた文献をネットで収集し、以下の文献を担当者に送付。その際、
文献の中で論文に活用できる箇所を明示し、具体的な活用方法がイメージできるようにした。
論文の形式に慣れ、参考にしてもらうため、模範となる論文を示しながら、説明を行った。 
 B病棟：『医療現場における手指衛生のための CDCガイドライン』(満田年宏監訳, 2002)
と、『アルコール手指消毒の実施に関する実態調査』(篠巻ら, 2014)  
 C 病棟：『明日の看護に生かすデスカンファレンス』(広瀬, 2010; 小野ら, 2010; 杉田
ら, 2010)、『A病棟でのデスカンファレンスの効果と終末期看護への今後の課題』 (堀
ら, 2011)  
 外来：『東京都の災害医療体制』(新井,  2016)、『静岡県立総合病院を中心とした広域
的災害医療情報の収集と共有に向けたトリアージ訓練の実施』(沼田ら, 2011)、『小児
専門施設における災害医療体制整備の課題: 入院患者に対する災害トリアージ訓練か
らの検討』(問田ら,2016) 
 。 
【指導】9/16研究相談：B病棟、C病棟は草稿全体のイメージは出来ており、自主的に集めた
文献も持参していた。そのため、論文中への使用法を具体的に指導。外来については、方針が
まだ定まらず、引き続き相談に乗った。 
【反応】メールでの指導（12月～1月）：草稿を添削指導。論文完成時には、いずれもはじめ
にと考察に文献の引用が行えていた。 
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ある。ただし、こうした文献にアクセスするには、
パソコンや検索エンジンなどの環境は必要であり、
文献活用をさらに進めるには、文献にアクセスしや
すい環境を整える必要がある。こうした予算、及び
設備的な限界については、いくつかの調査が指摘し
ている（宮芝ら , 2010; 坂下ら , 2013）。
A 病院においても、該当する状況であったが、こ
のような状況でも、日本看護協会員であれば、最新
看護索引 Web の使用は可能である。とは言え、こう
した個人の努力に任せる方向では、臨床看護研究の
負担は大きい。持続可能な臨床看護研究を考えるな
らば、予算をつけ、設備を充実させることが急務で
あるといえよう。
2．独自の発展を遂げている臨床看護研究
また、研究に関わる中で、前述のように良質な論
文が入手しやすくなったにも関わらず、臨床看護研
究にこれを生かせていないと感じた。今回行われた 3
つの研究は、いずれも研究参加者の職場で行われた
調査研究であった。
調査研究には、倫理審査というハードルが設けら
れ、以前よりはるかに時間と労力がかかるようになっ
た。文献研究ではこうした審査を受けずに研究がで
き、かつ、関心のあるテーマに沿って学術的な文献
を読み込めるメリットがあると考えるが、文献研究
を勧めても、研究参加者の調査研究の希望は変わら
なかった。
このように、臨床看護研究においては、未だ調査
研究が好まれる傾向にある（坂下ら , 2012）。看護
研究を負担に感じる声は多く聞かれ、今回の指導に
おいても、研究メンバーは皆忙しい業務の合間を縫っ
て指導を受けていた。それでも、多くの看護師は、
臨床看護研究といえば自部署の調査研究に取り組も
うとする。坂下らは、臨床看護研究について「学問
領域でいわれるところの研究とは異なる目的をもっ
て実施され」ており、その主な目的は「スタッフ教
育であり、臨床看護研究は、継続教育としての意味
合いが強い」と述べている（坂下ら , 2012）。ま
た、スタッフ教育と並んで、患者サービスの向上と
業務改善を目的としているとの指摘もある（坂下ら , 
2013）。臨床看護研究は、学術研究とは別の形で、
よりよい看護を求める臨床の看護師たちによって、
独自の発展を遂げてきた側面がある。
臨床で働く看護師の学術論文に対する心理的な障
壁は依然として大きい。結果として、大学で行われ
る学術的な研究と、臨床で行われる臨床看護研究が
乖離している現状が見て取れた。大学等で行われる
学術的な看護学研究の成果が臨床看護研究で活用さ
れるには、独自に発展してきた臨床看護研究という
視点から十分に検討が行われる必要がある。
VII．おわりに
臨床看護研究において、文献の活用を勧めるために
は、臨床看護研究の現状を知り、可能な働きかけを考
える必要がある。ライフ・ワークバランスが課題にな
るのは、看護の現場も例外ではない。臨床看護研究も
また、この見地から、負担と成果について十分な吟味
が行われなくてはならない。多忙な中、実施する価値
のある研究を行うためにも、すでに行われている研究、
学術論文の活用が急務であると考える。
本研究は臨床看護研究において文献の活用を勧める
ことに限って、その方法を明らかにした。文献を紹介
した上で、具体的な活用法までを説明する、とした指
導方法は、非常に初歩的な指導であり、今後は自らが
求めて必要な文献が得られるよう、指導を進化させる
必要がある。
謝辞：本研究にご協力いただきました A 病院の皆様に
深く御礼申し上げます。
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